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研究の内容
わが国の冠動脈疾患の有病率は増加しており、狭心症や心筋梗塞等の心疾患での死因は年間約17

万人を超え、死亡原因の第2位となっています。患者は、急性期では経皮的冠動脈形成術（PCI）や
冠動脈バイパス術（CABG）といった治療を受けます。これまでの調査において、治療後に再発予
防のセルフケア（心臓を守るための日常生活や習慣的な運動）を実施することが生活の質を維持・
向上することがわかりました。しかし、セルフケアへの負担感や疾患に関する情報を上手く入手し
活用する意欲や能力（ヘルスリテラシ―）の低さから、セルフケア不足や生活の質の低下につなが
ることが危惧されます。そこで、冠動脈疾患患者を対象としたセルフケア支援のプログラムを開
発・評価することを目的とし研究をすすめています。急性期病院を退院した患者が、在宅でセルフ
ケアを継続できるには、通院時のサポートだけでなく、遠隔支援・ICT（情報通信技術）の活用も
含めて、個々の患者のニーズやリテラシーに沿ったプログラムの開発を目指しています。

研究の内容 近年、長寿化や就労女性の増加など、ライフスタイルの多様性により、女性は様々な健康問題

を 抱えるようになっています。特に生殖年代の女性は、仕事と出産、育児の両立も期待され、ますま自身の

健康に配慮しにくい状況におかれています。女性の健康支援プログラムは、対象者の年代 や体調、日常

生活に合わせた内容の検討が必要であり、これまでいくつかのプログラムを開発し、 その効果を検討して

きました。 就労女性の調査では、短時間で手軽に実施可能なヨーガ・プログラムを開発し、その効果を無作 

為化比較試験により検討しました。その結果、ヨーガは就労女性の柔軟性や心身の不快症状および 月経

期症状,疲労の改善に効果的でした。高齢女性の健康支援では、対象者の筋力と体力の低下に配 慮し、運

動強度が低くより安全性に配慮したチェアヨーガ・プログラムを開発しました。チェア ヨーガは高齢施設在住

の高齢女性が安全に実施でき、体重維持や柔軟性の向上などの効果が示唆さ れました。また、妊産婦支

援では、妊娠および出産期の女性への遠隔支援プログラムを実施・運用 し、その有効性が示されました。

現在は妊娠した看護師への遠隔支援プログラムを実施しており、 介入期間が終了次第、その効果と課題

について検討する予定です。 

産学連携・社会連携へのアピールポイント

冠動脈疾患患者だけではなく、セルフケア支援において遠隔支援での有効性が示されている一方

で、プログラム開始時の対象者のICTリテラシーに沿った機器の導入、通信も含めた使用環境にお

いて継続的なフォローが課題となっています。産学連携によって、このような課題がクリアできれ

ば、冠動脈疾患患者の支援だけでなく、地域で生活をする中高齢者を対象とした疾患の再発・悪化

予防、健康増進の支援にも応用できると思われます。

研究者総覧（稲垣 美紀）

  URL：https://gyoseki.setsunan.ac.jp/html/100001271_ja.html

【実施した調査】
１．血行再建術後患者の遠隔支援ニーズに関する面接調査
調査項目：現在受けているセルフケア支援内容

セルフケアに必要な情報を獲得及び理解する上での課題と
期待するセルフケア支援

２．ヘルスリテラシーとセルフケア実践に関するアンケート調査
調査項目：ヘルスリテラシー、セルフケア実践度、ICTリテラシー

健康関連QOL、ソーシャルサポート等

【開発予定プログラム】
・対象に沿った目標設定 ・ICTリテラシーに沿った健康機器の選択
・定期的な遠隔支援、対象にニーズに沿った個別支援
・アプリを活用したサポート

心臓を守るための日常生活や
習慣的に運動すること が重要です

バイオ・ライフサイエンス

冠動脈疾患（心筋梗塞・狭心症）患者のセルフケア支援
プログラムの開発

お問い合わせは摂南大学 研究支援・社会連携センターまで
TEL:072-800-1160 E-mail:SETSUNAN.Kenkyu.Shakai@josho.ac.jp
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